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特 集  みんなで防ごう土砂災害 みんなで防ごう土砂災害  特 集

　日
本
で
は
毎
年
約
２
０
０
０

箇
所(

平
成
19
年
〜
23
年
の
平

均)

も
の
山
地
災
害
が
発
生
し
、

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
日
本
の
年
間
降
雨
量
は

約
１
７
０
０
ミ
リ
で
、
世
界
平

均
の
約
２
倍
で
す
。
日
本
は
き

わ
め
て
雨
の
多
い
国
で
、
特
に

梅
雨
期
や
台
風
の
と
き
な
ど
に

は
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
局
地

的
な
集
中
豪
雨
が
発
生
す
る
傾

向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
易
い
状
況

と
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　江
府
町
も
例
外
で
は
な
く
、

昨
年
５
月
の
豪
雨
や
９
月
の
台

風
12
号
で
は
道
路
や
河
川
、
農

地
な
ど
に
１
０
０
件
を
越
す
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
、

人
命
に
被
害
は
及
ば
な
か
っ
た

も
の
の
、
私
た
ち
は
日
ご
ろ
か

ら
土
砂
災
害
の
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

〜
土
砂
災
害
か
ら

　
　身
を
守
る
た
め
に
〜

■
危
険
箇
所
を
知
ろ
う
！

　土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る

箇
所
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を

知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
災
害
に

備
え
る
た
め
に
と
て
も
大
切
で

す
。
土
砂
災
害
の
危
険
の
あ
る

と
こ
ろ
は
、
大
別
し
て
次
の
３

つ
で
す
。(

図
①)

【図①】危険箇所には標識を設置しています

【図②】｢山地災害に備える｣(社)日本治山治水協会発行　より

平成23年台風12号による被害（県道倉吉江府溝口
線エバーランド奥大山下附近）。 
濁流にのみ込まれた道路の先では第二烏橋が崩れ
落ちた（写真左）

安
心･

安
全
な
く
ら
し
の
た
め
に  …

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

６
月
は
『
土
砂
災
害
防
止
月
間
』
で
す
！

●土石流危険渓流
上流の渓流が約15度の急勾配で、その渓流内には

多量の不安定な土砂があり、かつ上流に広い集水

面積をもっている渓流。このうち１戸以上の人家

もしくは公共施設、病院・社会福祉施設等に損害

を生ずる恐れのある渓流

●地すべり危険箇所
地すべりを起こしている、あるいは起こす恐れの

ある区域で、河川、公共施設、人家等に損害を与

える恐れのある箇所

●急傾斜地崩壊危険箇所
傾斜度30度以上、高さ５ｍ以上のがけで、そのが

けが崩れた場合に被害が出ると予想される区域内

に人家が５戸以上（５戸未満でも公共施設等のあ

る場合を含む）ある場所

【図③】

【土石流からのにげ方】

　土石流は流れが速いため、流れを背にし

て逃げたのでは追いつかれてしまいます。

土石流が発生する前に逃げることが基本で

すが、万が一遭遇した場合には、土砂の流

れる方向に対して直角に、少しでも高い場

所へ逃げるようにしてください。

　がけ崩れによる土砂は、斜面の高さの２

倍の距離または50メートル程度まで届くと

いわれています。前兆現象を発見したら、

早めに斜面から遠くへ逃げるようにしてく

ださい。

■
危
険
信
号
を
見
逃
す
な
！

　土
砂
災
害
が
起
こ
る
場
合
、

山
の
斜
面
や
川
の
流
れ
を
よ
く

観
察
し
て
み
る
と
、
多
く
の
場

合
事
前
に
危
険
信
号
と
思
わ
れ

る
変
化
が
キ
ャ
ッ
チ
で
き
ま
す
。

特
に
、
八
つ
の
危
険
信
号
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
（
図
②
）

　ま
た
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
発
生
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た

時
に
は｢

土
砂
災
害
警
戒
情
報｣

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
す
ぐ
通
報
！
早
め
の
避
難

　が
け
下
や
渓
流
沿
い
な
ど
で

は
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
指

定
さ
れ
た
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
災
害
が
起
こ
っ
た
ら

す
ぐ
に
１
１
０
番
か
１
１
９
番
、

ま
た
は
役
場
へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
時
の
注
意
！

　避
難
す
る
際
に
は
、
増
水
し
た

川
や
、
が
け
崩
れ
の
発
生
し
た
場

所
に
は
絶
対
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
万
が
一

土
石
流
や
が
け
崩
れ
に
遭
遇
し
て

し
ま
っ
た
場
合
の
た
め
に
、
次
の

こ
と
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
図
③
）

■
ふ
だ
ん
か
ら
心
が
け
よ
う
！

　家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で
土
砂

災
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
や
避

難
場
所
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
す
る
場

所
や
道
順
を
決
め
て
お
く
と
家

族
が
一
緒
に
い
な
い
時
で
も
、

避
難
場
所
で
落
ち
合
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　
　＊

　
　
　
　＊

　災
害
を
未
然
に
防
ぐ
方
策
や
、

速
や
か
な
復
旧
は
安
全
で
安
心

な
く
ら
し
の
た
め
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
自
然
災
害
は

あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
災
害
防
止
や
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
行
動
に
関
心

を
持
つ
こ
と
は
、
何
よ
り
も
大

切
な
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
災
害
に
備
え
て
一
人

一
人
が
で
き
る
こ
と
、
こ
の
機

会
に
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

【がけ崩れからのにげ方】

　６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
は｢

土
砂
災
害
防
止
月
間｣

で
す
。

こ
の
月
間
は
、
昭
和
57
年
の
長
崎
県
豪
雨
災
害
を
契
機
と
し
て
、
土
砂
災
害
防
止
に
対
す
る

み
な
さ
ん
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
防
災
知
識
の
普
及
を
推
進
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
月
間
と
し

て
昭
和
58
年
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

平成23年台風12号による被害（県道倉吉江府溝口
線エバーランド奥大山下附近）。

濁流にのみ込まれた道路の先では第二烏橋が崩れ
落ちた（写真左）

　江
府
町
で
は
、
今
年
度
予
測

さ
れ
る
自
然
災
害(

土
砂
災
害)

の
発
生
地
点
、
被
害
の
拡
大
範

囲
及
び
被
害
程
度
、
さ
ら
に
は

避
難
経
路
、
避
難
場
所
な
ど
の

情
報
を
平
面
上
に
図
示
し
た

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成

し
ま
す
。

　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
発
生
時

に
は
迅
速
・
的
確
に
避
難
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
二
次
災

害
発
生
予
想
箇
所
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
災
害
に
よ

る
被
害
の
低
減
に
あ
た
り
非
常

に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　各
集
落
に
お
い
て
「
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
作
成
に
あ
た
る
説

明
会
を
今
後
開
催
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。
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し
た
。

　江
府
町
で
は
、
今
年
度
予
測

さ
れ
る
自
然
災
害(

土
砂
災
害)

の
発
生
地
点
、
被
害
の
拡
大
範

囲
及
び
被
害
程
度
、
さ
ら
に
は

避
難
経
路
、
避
難
場
所
な
ど
の

情
報
を
平
面
上
に
図
示
し
た

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成

し
ま
す
。

　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
発
生
時

に
は
迅
速
・
的
確
に
避
難
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
二
次
災

害
発
生
予
想
箇
所
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
災
害
に
よ

る
被
害
の
低
減
に
あ
た
り
非
常

に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　各
集
落
に
お
い
て
「
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
作
成
に
あ
た
る
説

明
会
を
今
後
開
催
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。



4平成24年６月号

　宮
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ト
ン
カ
チ
屋
さ

ん
」
が
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
露
の
新
治

さ
ん
を
む
か
え
、
「
笑
っ
て
健
康
元
気
寄
席
」

を
開
催
し
ま
す
。
普
段
テ
レ
ビ
で
し
か
見
る
こ

と
の
出
来
な
い
生
の
落
語
を
聞
き
、
笑
っ
て
元

気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

■
日

　時

　７
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　午
後
７
時
開
演(

午
後
６
時
30
分
会
場)

■
会

　場

　宮
市
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

■
出

　演

　露
の
新
治

■
入
場
料

　無
料

■
バ
ザ
ー

　会
場
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
煎
餅
を
販
売

　
　
　
　
　し
ま
す
。
（
５
０
０
円
）

ト
ン
カ
チ
屋
さ
ん
設
立
10
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　露
の
新
治
が
や
っ
て
く
る

ト
ン
カ
チ
屋
さ
ん
設
立
10
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　露
の
新
治
が
や
っ
て
く
る

まちの話題

第
58
回
鳥
取
県
植
樹
祭
テ
ー
マ
優
秀
賞
を
受
賞

第
58
回
鳥
取
県
植
樹
祭
テ
ー
マ
優
秀
賞
を
受
賞

　収
益
金
は
ト
ン
カ
チ
屋
さ
ん
の
運
営
経
費
に

あ
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　ト
ン
カ
チ
屋
さ
ん
事
務
局

　

 

　
　
　
　
　
　
　☎
（
75
）
２
３
９
５

　第
64
回
全
国
植
樹
祭
江
府
町
実
行
委
員
会
設
立
総
会
を
５
月
９

日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　平
成
25
年
春
「
と
っ
と
り
花
回
廊
」
を
主
会
場
、
「
江
府
町
奥

大
山
鏡
ヶ
成
高
原
」
を
植
樹
会
場
に
行
わ
れ
る
第
64
回
全
国
植
樹

祭
開
催
に
際
し
、
活
力
あ
る
健
全
な
森
林
づ
く
り
と
森
林
の
環
境

保
全
を
目
的
と
し
、
第
64
回
全
国
植
樹
祭
江
府
町
実
行
委
員
会
を

設
立
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
江
府
町
で
開
催
さ
れ
る
植
樹
に
つ

い
て
準
備
作
業
や
植
樹
祭
後
の
活
用
法
等
の
意
見
が
交
換
さ
れ
、

来
年
の
植
樹
祭
開
催
に
向
け
活
発
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

第
64
回
全
国
植
樹
祭

　江
府
町
実
行
委
員
会
設
立
総
会

第
64
回
全
国
植
樹
祭

　江
府
町
実
行
委
員
会
設
立
総
会

　全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国
土
の
基
盤
で
あ

る
森
林
・
緑
に
対
す
る
国
民
的
理
解
を
深
め
る

た
め
、
毎
年
春
季
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席

の
も
と
、
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構

と
開
催
県
の
共
催
に
よ
り
行
う
国
土
緑
化
運
動

の
中
心
的
行
事
で
す
。

　鳥
取
県
に
お
い
て
は
、
昭
和
40
年
５
月
に
大

山
町
上
槇
原
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
48
年
ぶ
り

２
回
目
の
開
催
に
な
り
ま
す
。
そ
の
プ
レ
全
国

植
樹
祭
と
な
る
第
58
回
鳥
取
県
植
樹
祭
の
テ
ー

マ
の
優
秀
賞
に
江
府
小
学
校
６
年（
応
募
時
）宇

田
川
智
広
さ
ん
が
選
ば
れ
、
５
月
20
日
（
日
）
、

と
っ
と
り
花
回
廊
に
お
い
て
、社
団
法
人
鳥
取
県

緑
化
推
進
委
員
理
事
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　受
賞
作
品
は
「
一
本
の
木
か
ら
千
の
森
へ

　

未
来
へ
つ
な
が
る
命
の
め
ぐ
み
」
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
宇
田
川
さ
ん
は
「
一
本
の
木
か
ら

百
、
千
と
ふ
え
て
い
く
気
持
ち
で
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
豊

か
な
森
を
守
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
」
と
受

賞
に
対
し
、
大
変
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

▲活発な意見交換が交わされる総会

▲鳥取県植樹祭のテーマ優秀賞に輝く宇田川さん
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まちの話題

　親
子
で
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
５
月
９
日
、
子
供
の
国
保
育

園
で
親
子
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
、
園
児
と
保
護
者
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

黒
坂
警
察
署
員
か
ら
「
信
号
機
の
見
方
や
道
路
に
飛
び
だ
さ
な
い
こ
と
、
正
し
い
横

断
歩
道
の
渡
り
方
」
な
ど
を
紙
芝
居
や
ク
イ
ズ
形
式
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
重
要

性
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
園
庭
で
、
ぱ
と
ろ
ー
君
の
案
内
の
も
と
実
際
の
白
バ
イ

や
パ
ト
カ
ー
に
乗
っ
た
り
、
婦
人
警
官
・
白
バ
イ
の
制
服
に
身
を
つ
つ
み
、
園
児
は

俄
か
の
ミ
ニ
警
官
に
大
喜
び
で
し
た
。

　近
年
、
全
国
的
に
交
通
事
故
件
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
交
通
弱
者
で
あ
る

子
供
の
事
故
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
保
育
年
齢
の
子
供
は
交
通
ル
ー
ル
の
理

解
は
困
難
で
あ
り
、
交
通
事
故
か
ら
子
供
を
守
る
た
め
に
は
、
保
護
者
の
周
囲
の
十

分
な
監
視
と
指
導
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
篠
田
園
長
は
、
「
親
が
良
い
手
本
を

見
せ
る
こ
と
が
安
全
教
育
に
な
る
。
」
と
親
子
で
交
通
安
全
教
室
を
行
う
意
義
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
親
子
交
通
安
全
教
室
を
開
催

保
育
園
親
子
交
通
安
全
教
室
を
開
催

　５
月
16
日
、
藤
原
敏
江
さ
ん
（
俣
野
）
が
、
総
務
省
中
国
四
国
管
区
行
政
評
価
局

長
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　藤
原
さ
ん
は
、
平
成
13
年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員

に
委
嘱
さ
れ
、
こ
の
度
住
民
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
解
決
に
尽
力
さ
れ
た
委
員
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
「
ま
ず
は
相
談
に
来
ら
れ
る
住
民
の
方
の
お
話
を
じ
っ

く
り
聞
く
こ
と
に
心
が
け
、行
政
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、今
後
も

役
場
へ
の
橋
渡
し
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
や
住
民
の
役
割
と
行
政
の
役
割
の
バ
ラ
ン

ス
に
理
解
を
求
め
な
が
ら
、
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。」と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　行
政
相
談
委
員
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と
し
て
、
国
・
行
政
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
相
談
は
、
口
頭
、
電
話
、
手
紙
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
も

結
構
で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

総
務
省
中
国
四
国
管
区

　
　
　
　行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受
賞

総
務
省
中
国
四
国
管
区

　
　
　
　行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受
賞

▲ぱとろー君と一緒に交通安全教室

▲婦人警官、白バイの制服に身をつつんだミニ警官たち

例えばこんな場合ご相談下さい

・苦情がある。困っていることがある

・手続き、サービスなどの関係で制度
　や仕組みがわからない

・苦情や困っていることについてどこ
　に相談してよいかわからない

▲総務省中国四国管区
　行政評価局長表彰を
　受賞された藤原敏江さん



6平成24年６月号

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

　
　あ
な
た
の
身
近
な

　
　
　
　相
談
・
支
援
者
で
す

■
民
生
・
児
童
委
員

　社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
た
人
の
中

か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
し
た
方

々
で
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
最
も
身
近
な
相
談
役

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　民
生
委
員
は
、
「
民
生
委
員
法
」
に

よ
り
設
置
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
併
せ

て
「
児
童
福
祉
法
」
に
よ
っ
て
児
童
委

員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
困
り
ご
と
や

悩
み
ご
と
そ
し
て
児
童
の
保
護
・
育
成

な
ど
の
福
祉
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
適
切
に
受
け
た
り

で
き
る
よ
う
に
、
生
活
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
し
ま

す
。　子

育
て
の
こ
と
、
学
校
の
こ
と
、
介

護
の
こ
と
、
生
活
上
の
こ
と
、
そ
の
他

福
祉
に
関
し
て
相
談
の
あ
る
場
合
は
、

お
近
く
の
民
生
・
児
童
委
員
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
主
任
児
童
委
員

　「
児
童
福
祉
法
」
に
よ
り
児
童
福
祉

を
専
門
に
担
当
し
、
全
町
を
対
象
に
児

童
・
妊
産
婦
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
援

助
活
動
を
し
ま
す
。

■
任
期
は
３
年
で
、
現
在
の
委
員
の
任

期
は
平
成
25
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

■
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。 

　民
生
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
や

秘
密
が
他
に
も
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

江
府
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　会
長

　清
水
忠
良
さ
ん
か
ら

　急
速
な
少
子
高
齢
化
、
人
間
関
係
の

希
薄
化
に
伴
う
様
々
な
問
題
、
課
題
が

ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
中
で
子
育
て
支
援
や
下
校
時
の

こ
ど
も
の
見
守
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
安
否
確
認
を
は
じ
め
、
相
談

相
手
と
し
て
、
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
な
が
ら
「
利
他
の
こ
こ
ろ
」
で

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
み
ん
な
で

協
力
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

あなたの地域の民生委員・児童委員ですあなたの地域の民生委員・児童委員です

会 長

清水　忠良(袋原)
担当区(吉原･西成･袋原)

副会長

加持谷典範(武庫)
担当区(半の上･宮の前･武庫･高谷)

副会長

大森ひろ子(下蚊屋)
担当区(助澤･下蚊屋)

川上　博久(本一)
担当区(本一･本二･本三)

小椋眞由美(御机)
担当区(御机･笠良原･鏡ヶ成)

川端　　裕(本五)
担当区(本四･本五)

山根　博司(新一)
担当区(新一・新二)

森田　康博(貝田)
担当区(貝田)

山本　信男(尾之上原)
担当区(尾之上原･日の詰･深山口)

神庭　　眞(大河原)
担当区(大河原)

奥田　忠文(柿原)
担当区(佐川･柿原)

山根　康雄(新道)
担当区(荒田･新道･一旦)

三好　　環(洲河崎)
担当区(下安井･洲河崎)

三代　信行(美用)
担当区(美用･栗尾･小原)

空場　　語(小江尾)
担当区(小江尾･大満･久連･美女石)

河上　順子(宮市)
担当区(宮市･宮市原･杉谷)

井上　廉女(本四)
主任児童委員
担当地区(全町)

清水　礼子(袋原)
主任児童委員
担当地区(全町)

保健・福祉の  窓
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　地
域
の
中
で
、
閉
じ
こ
も
り
や
孤
立
し
が
ち
な
人

た
ち
の
仲
間
づ
く
り
・
介
護
予
防
を
目
的
に
「
ほ
っ

と
サ
ロ
ン
」
を
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

■
内

　容

　健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
楽
し
い
体
操
と
レ
ク

　
　
　
　
　リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
健
康
づ
く
り
に
関
す

　
　
　
　
　る
お
話

■
対
象
者

　ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

■
参
加
料

　無
料

■
持
っ
て
く
る
も
の

　健
康
手
帳

　動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
下
さ
い
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

　福
祉
保
健
課
内
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　☎
（
75
）
６
１
１
１

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
に

出
か
け
よ
う
！

保健・福祉の  窓

平成24年度ほっとサロン日程

月　日 午前９時30分～11時30分 午後１時30分～３時30分

6月  6日(水)

6月13日(水)

6月19日(火)

6月20日(水)

6月22日(金)

7月  4日(水)

7月25日(水)

7月27日(金)

7月31日(火)

8月  1日(水)

8月  8日(水)

8月22日(水)

8月24日(金)

8月29日(水)

10月  4日(木)

10月24日(水)

10月31日(水)

11月  7日(水)

11月14日(水)

11月21日(水)

11月29日(木)

荒田多目的集会施設

新道多目的集会施設

一旦多目的集会施設

宮市原公民館

小江尾公民館

池ノ内集会施設

小原体験交流施設

久連コミュニティ消防センター

大満公民館

武庫多目的集会施設

半ノ上集会所

御机多目的集会施設

下安井多目的集会施設

西成公民館

貝田集落センター施設

袋原公民館

下蚊屋多目的集会施設

宮市構造改善センター

柿原活性化施設

本町５丁目公民館

洲河崎多目的集会施設

杉谷活性化施設

　

新町１丁目公民館

久連集会所

美用地区都市農村交流促進施設

本町１丁目公民館

本町４丁目公民館

栗尾集落センター施設

深山口多目的研修集会施設

助沢多目的集会施設

尾之上原多目的研修施設

日の詰多目的集会施設

吉原活性化施設

宮ノ前集会所

大河原農事集会所

新町２丁目公民館

佐川集会所

本町２丁目公民館

本町３丁目公民館

▲畳のうえでバレーボール大会
　丸めた新聞紙が多く入っているほうが負け！
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保健・福祉の  窓

65
歳
以
上
の
方
の

　
　
　介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

食

改
おすすめ （6月）
すめ

（6月）チャレンジクッキングチャレンジクッキング

長芋寿司
材料（４人分）
米…………………２合　　　卵………………２個
　米酢………大さじ２　　　　砂糖………小さじ１
　砂糖………大さじ２　　　　塩……………0.5ｇ
長芋……………250ｇ　　　パセリ……………少々
　米酢………大さじ２
　砂糖………小さじ１
　梅酢………大さじ４

　「食」は私たちの身体と心を育む基本です。「食育」とは、子どものころから「食」の大切さを知り、
健康で豊かな食生活を送るために「食」に関する正しい知識を習得し実践することです。
　「食べる」ことは「生きる」ことです。良い食事を美味しく楽しくいただくことは身体にも心にとっ
ても大切なことです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江府町食生活改善推進協議会

作り方
①　米を炊いておく。
②　長芋の皮をむき5mm角に切り塩水につけてぬめりを取る。
③　長芋の水気を切り、梅酢・米酢・砂糖を加えて混ぜる。
　（長芋にピンク色が付くまで漬けておく。）
④　卵に砂糖と塩を加え、フライパンでそぼろ卵を作る。
⑤　③の長芋を梅酢から取り出し水分を切る。
⑥　⑤の梅酢にごはん用の酢と砂糖を加えご飯に混ぜ、長芋を加
　　えてさっと混ぜる。
⑦　⑥を器に盛りそぼろ卵とみじん切りのパセリを散らす。

生の長芋のシャリシャリ感がとてもさわやか
で美味しい長芋寿司。
塩分が少な目でも梅酢の風味でとても美味し
くいただけます。

1人分　エネルギー：430kcal、
蛋白質：9.7ｇ、塩分0.4ｇ

食育ってなぁに？

　平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
に

お
け
る
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

料
が
変
わ
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　江
府
町
で
は
介
護
保
険
制
度
の
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
平
成
24
年

度
か
ら
３
年
間
の
「
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　こ
れ
に
伴
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
・
高
齢
者
人
口
・
要
介
護
認
定

者
数
な
ど
を
推
計
し
、
65
歳
以
上
の

方
の
保
険
料
を
見
直
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
財
源
に
つ
い
て

　介
護
保
険
は
国
・
県
・
町
の
負
担

金
と
、
皆
さ
ん
に
収
め
て
い
た
だ
く

保
険
料
を
財
源
に
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
方
の
負

担
割
合
は
平
成
23
年
度
ま
で
は
20
％

で
し
た
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
21

％
に
な
り
ま
す
。

　介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
の
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　☎
（
75
）
６
１
１
１

平成 24年度～平成 26年度　第 1号被保険者の介護保険料

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第４段階

第５段階

第６段階

段階 対　　象　　者 参　　　考
(第４期保険料 )費用負担割合 保険料 (年 )

平成 24 年度～ 26年度

本人が住民税非課税で、世帯に住民税課税者がいる場合

本人が住民税非課税 ( 公的年金等収入＋合計所得金額が
80万円以下の人 ) で、世帯に住民税課税者がいる場合

本人及び世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金
額＋課税年金収入が 80万円以下の人 )

世帯全員が住民税非課税で、第２段階以外の人

生活保護の受給者・老齢福祉年金受給者 ( 世帯全員が住
民税非課税 )

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 190 万円
未満の人

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 190 万円
以上の人

基準額×1.25

基準額×1.0

基準額×0.9

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額×0.5

基準額×1.5

70,800 円
( 月 5,900 円 )

56,700 円
( 月 4,725 円 )

28,400 円
( 月 2,367 円 )

28,400 円
( 月 2,367 円 )

51,000 円
( 月 4,250 円 )

42,500 円
( 月 3,542 円 )

85,000 円
( 月 7,083 円 )

83,700 円
( 月 6,975 円 ) 

69,750 円
( 月 5,813 円 )

27,900 円
( 月 2,325 円 )

27,900 円
( 月 2,325 円 )

50,220 円
( 月 4,185 円 )

41,850 円
( 月 3,488 円 )

55,800 円
( 月 4,650 円 )

※梅酢が無いときには、米酢大さじ４に、種
　を取りみじん切りにした梅干（大２個分）
　の実を加えたもので代用してください。
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学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

100ｍ直走路がだんだんきれいに

　５
月
19
日
、
江
府
小
学
校
の
運

動
会
が
あ
り
ま
し
た
。
き
れ
い
に

整
備
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
子

ど
も
達
も
張
り
切
っ
て
演
技
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　運
動
会
に
向
け
て
、
お
助
け
隊

も
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　運
動
会
前
の
除
草
作
業
で
は
、

８
名
の
お
助
け
隊
の
方
が
作
業
に

加
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、
校
庭
を
き

れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
こ
の
運
動
会
で
は
、
毎

年
恒
例
の
「
南
大
山
小
唄
」
の
踊

り
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
踊
る
１

年
生
た
め
に
、
３
人
の
お
助
け
隊

の
方
が
踊
り
の
指
導
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
お
助
け
隊
の
方
の

指
導
の
お
か
げ
で
、
１
年
生
も
立

派
に
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　他
に
も
、
当
日
の
様
子
の
記
録

写
真
を
撮
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
助

け
隊
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　☎
（
75
）
２
２
２
３

　江
府
町
教
育
振
興
会
と
い
う
組
織
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
園
児
・
児
童
・

生
徒
の
教
育
振
興
や
会
員
の
研
修
・
親

睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
保
育

園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
教
育
委
員
会

の
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
会
で
す
。

　こ
の
会
に
、今
年
度「
授
業
づ
く
り
部

会
」
と「
学
習
環
境
部
会
」と
い
う
部
会

が
新
し
く
で
き
ま
し
た
（
下
図
参
照
）
。

こ
れ
は
、
今
ま
で
保
育
園
・
小
学
校
・

中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
に
進
め
て
き
た
連

携
を
、組
織
的
な
取
り
組
み
に
し
、よ
り

深
め
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
で
す
。

　こ
の
組
織
の
変
更
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
り
、
共
通
に
取

り
組
む
と
よ
い
こ
と
な
ど
を
相
談
し
た

り
す
る
こ
と
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

　保
小
中
が
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
江

府
っ
子
を
育
て
て
い
く
た
め
の
環
境
整

備
も
、
こ
の
よ
う
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま

す
。

保・小・中連携だより保・小・中連携だより

江府町教育振興会が変わります！

「
最
初
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
１
年
生
で

し
た
が
、
練
習
す
る
に
従
っ
て
一
生
け

ん
め
い
覚
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
こ

ち
ら
に
つ
た
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
最
後

に
は
、
全
員
が
踊
り
の
輪
に
入
っ
て
一

つ
に
ま
と
ま
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
全

員
で
踊
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
児
童

も
お
ら
れ
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

充
分
に
持
っ
て
い
る
１
年
生
だ
と
感
じ
、

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
」

　
　
　お
助
け
隊
の
方
の
感
想
よ
り

「手はこうするんだよ」

教育委員会から今年度の取組について説明

新たにできた部会で早速話し合い 園や学校での取組を紹介

江府町教育振興会組織図
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Hi everybody,
I’m back from my short trip to America and (good news!) I found a place to live. A teacher who lives in North 
Carolina is renting out a room in her house for only $300 a month. I should be able to afford that. 
It was nice to be back in America but after living in Japan for almost two years, I can see why many Japanese 
people think Americans are rude. The culture is very different. It was a bit of a shock to go back. 
Also, North Carolina is very hot compared to Kofu. I hope I can handle it. It was only the beginning of May when I 
went but I was still sweating in the sun. I’m a little scared to see what summer is like there.  
Kyle

みなさん、こんにちは。
　短期間のアメリカ旅行から帰って来ました。（いいニュースなのですが）アメリカに帰ってから住むところを見つ
けました。ノース・カロライナに住むある先生の家のひと部屋を、月300ドル（現在のレートで24,000円）で借り
ることにしています。それなら余裕があるかなと思っています。
　今回アメリカに帰った時に分かったのですが、ほぼ２年間日本で暮らすことを通して、多くの日本人がアメリカ人
は礼儀正しくないと考えている理由に気がつきました。文化が違うのです。そのことは少なからず驚きでした。
　また、ノース・カロナイナは江府と比べるとかなり暑いです。何とか対応できるだろうとは思いますが、今回そこ
を訪れたのは５月初旬でしたが、日差しの中で、かなり汗をかいていました。夏にはどうなるんだろうとちょっと不
安になっているところです。
カイル

まちの教育

　５
月
22
日
、
江
府
小
学
校
の
５
年
生

が
田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。
機
械
化

の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
手
植
え
を
し
た

こ
と
が
あ
る
子
ど
も
は
半
数
以
下
。
水

田
に
入
っ
た
経
験
も
な
い
子
ど
も
達
も

い
た
よ
う
で
、
最
初
は
水
田
の
ぬ
る
ぬ

る
感
に
大
騒
ぎ
で
し
た
。

　そ
れ
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の

指
導
に
よ
り
、
作
業
に
も
だ
ん
だ
ん
と

慣
れ
、
最
後
は
手
際
よ
く
植
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
が
楽
し
み

で
す
。

田
植
え
体
験
を

　
　
　
　し
ま
し
た

田
植
え
体
験
を

　
　
　
　し
ま
し
た

　５
月
22
日
、
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
で
「
中
学
校
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
（
会
長

　佐
々
木
満

　氏
）
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　今
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、
町
に
答
申
し
た
内
容
を
受

け
、
そ
の
後
検
討
さ
れ
た
具
体
的
な
案
に
つ
い
て
事
務
局

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　出
席
し
た
委
員
の
方
々
に
よ
り
、
最
終
的
に
２
つ
の
案

に
絞
ら
れ
、
「
現
在
の
位
置
で
立
替
え
た
場
合
」
、
ま
た
、

「
運
動
公
園
総
合
体
育
館
付
近
で
立
替
え
た
場
合
」
の
長

所
、
短
所
の
比
較
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　検
討
の
結
果
、
委
員
会
と
し
て
、
学
校
の
環
境
、
長
期

的
展
望
や
財
政
面
の
見
地
か
ら
「
運
動
公
園
総
合
体
育
館

付
近
に
建
設
す
る
こ
と
」
に
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。

　現
段
階
で
「
中
学
校
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
の
方
向
性

が
見
え
、
委
員
会

の
役
割
は
終
え
た

と
し
て
、
今
回
の

委
員
会
を
持
っ
て

「
中
学
校
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
は

解
散
と
な
り
ま
し

た
。　今

後
、
中
学
校

建
設
は
、｢

建
設
準

備
検
討
委
員
会

（
仮
称
）」が
組
織

さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
具
体
的
な
検

討
が
行
わ
れ
ま
す
。

江府中学校あり方検討委員会

ボランティアの方といっしょに

2
日
、
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
で
「
中
学
校
あ
り

江
府
中
学
校

　
　
　あ
り
方
検
討
委
員
会

江
府
中
学
校

　
　
　あ
り
方
検
討
委
員
会

　学校で使われている教
科書の展示会が、県内各
地で開催されています。
日野郡の開催会場は以下
の通りです。
会　場：日野町図書館
期　間：6月8日(金)～
　　　　7月5日(木）
問合せ先：
　県教育委員会小中学校課
　☎　0857 (26) 7935

教科書展示会のお知らせ
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まちの教育

　５月19日、江府小学校の運動会がありました。テーマ通り「いい勝負」の連
続で色別の得点も「いい勝負」。見応えのあるレースが続きました。ダンスや組
体操では、練習の成果を発揮した立派な演技で、会場も大いに盛り上がりまし
た。爽やかな五月晴れのもと、子ども達・ご来場のみなさん・先生方が一体と
なって大成功を収めた運動会でした。

江府小学校運動会がありました！

｢いい勝負！ ここから本番 あきらめない｣
｢いい勝負！ ここから本番 あきらめない｣｢いい勝負！ ここから本番 あきらめない｣
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まちの教育

　５
月
29
日
、
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー

で
江
府
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議

会
総
会
並
び
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

委
員
56
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
総
会
に
先
立
ち
「
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、

鳥
取
県
教
育
委
員
会
人
権
教
育
課
学
校

教
育
担
当
係
長
の
牧
田
礼
次
郎
さ
ん
に

「
鳥
取
県
の
め
ざ
す
人
権
教
育
」
と
題

し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
な

が
ら
分
か
り
や
す
く
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
「
身
近

に
考
え
さ
せ
る
題
材
で
、
か
つ
具
体
的

で
と
て
も
よ
か
っ
た
。」な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
々
の
生
活
に
活

か
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　研
修
会
後
に
行
わ
れ
た
総
会
で
は
、

平
成
23
年
度
の
事
業
、
決
算
報
告
、
平

成
24
年
度
事

業
計
画
並
び

に
予
算
が
審

議
さ
れ
、
ま

た
今
後
２
カ

年
の
新
役
員

が
選
出
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　事
業
報
告

の
中
で
、
町

内
の
企
業
・
事
業
所
が
合
同
で
独
自
に

「
人
権
研
修
会
」
を
開
催
さ
れ
、
企
業

が
地
域
社
会
の
中
で
も
つ
責
任
と
重
要

な
役
割
、
ま
た
職
場
内
の
円
滑
な
人
間

関
係
が
仕
事
の
効
率
と
業
績
上
昇
に
お

お
い
に
関
係
す
る
こ
と
な
ど
、
研
修
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
小
地
域
懇
談
会
の
実
践
要
領

等
概
要
が
示
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
３
カ

年
計
画
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
１
年
目

の
今
年
は
、
「
災
害
と
人
権
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　町
民
一
人
一
人
が
人
権
を
自
分
の
課

題
と
し
て
捉
え
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解

消
に
向
け
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
江
府
町
人
権
・

　
　
　
　
　同
和
教
育
推
進
協
議
会
総
会

平
成
24
年
度
江
府
町
人
権
・

　
　
　
　
　同
和
教
育
推
進
協
議
会
総
会

職
域
・
グ
ル
ー
プ
対
抗

　
　レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　開
幕
！

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　開
幕
！

　５
月
21
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
江
府

町
職
域
・
グ
ル
ー
プ
対
抗
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
大
会
が
運

動
公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
大
会
は
、

職
場
や
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
で
構
成
さ
れ

た
全
９
チ
ー
ム
が
参
加
。

　参
加
の
中
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
子

ど
も
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
も
あ
り
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
プ
レ
イ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
優

　勝

　Ｇ
Ｏ
Ｄ

　Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
　（
サ
ン
ト
リ
ー
）

☆
準
優
勝

　㈱
か
わ
ば
た

☆
第
３
位

　チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
江
府

江
府
町
文
化
協
会
総
会

江
府
町
文
化
協
会
総
会

　６
月
４
日
、
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー

で
江
府
町
文
化
協
会
（
会
長

　手
島
征

夫
氏
）
の
総
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　文
化
協
会
は
、
今
年
の
４
月
に
江
尾

地
内
の
民
家
を
利
用
し
て
「
奥
大
山
ひ

な
ま
つ
り
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
展
示
）を

行
い
、
多
く
の
見
物
客
で
賑
う
な
ど
、

町
の
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　総
会
で
は
、
平
成
24
年
度
の
計
画
案

が
承
認
さ
れ
、
よ
り
盛
ん
な
活
動
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

強豪を押しのけ2連覇を果たした
GOD SUNSⅡ（サントリー）チーム

多くの観客で賑った「奥大山ひなまつりコレクション」
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　今年も江府町上の段広場の桜はみごとに咲き、私たちの目を楽しませてくれた。しかし、警戒区域

の福島県富岡町では、２千本の名高い桜並木が満開になったが、美しく咲き誇る桜色のトンネルに人

影はなかった。原発の事故でわが家を追われた人々は、避難先のテレビで、懐かしいふるさとの景色

を確認し、どのような思いをしておられるだろうか。

　近頃、80代の方と話す機会がよくある。「長く生きすぎた、でも、もらった命なのでなんとかがん

ばらなければと思う」「こんなに歳をとった経験がないけん、分からんことばかり。膝や腰が痛い

し、じっと座ってなにかしようと思うけど、そんな気が出てこない」「心安い人が、どんどん先に逝

ってしまって、話す人がだんだんおらんようになった」「はやく、迎えに来てほしいと言う人もいる

けど、ホントに来ることを願ってはいない」とかも言われる。実家の母は、「この歳になってみん

と、年寄りの気持ちは分からんよ。夕方の５時を知らせるお寺の鐘がゴーンと鳴ったあと、だんだん

暗くなり、家の中で話す人がだれもおらん一人暮らしは寂しい」と言う。老いていくのは、私たちが

想像するより、厳しく辛いことのように思われる。

　50代の友人が（米子市在中）の一人暮らしの義母（山口県在住）が入院し、介護に山口に通ってい

たが、さらに、一人暮らしの実父（福山県在中）が、入院することになり車で駆けつけ、米子、山

口、福山を行ったり、来たりしている。以前亡くなった実母の介護については、思うように出来なか

ったので、今度は自分が納得出来るように体力の続く限りがんばるつもりと話していた。そして自分

は、老いて一人になったら、子どもが来てくれと言った場所に住み（ケアハウスもＯＫ）、なるたけ

心配をかけないように、暮らしたい、そのためにどこでも出来る趣味や生きがいを身につけておきた

いと言っていた。

　私自身は、高齢になったとき、どのような生き方をするかを、今から勉強し続け、身につけておく

ことが出来たらいいなと思う。周りの方との人間関係の中でお互いの人権をおおらかに・豊かに・謙

虚に尊重し合えるかどうかが大切だと思う。高齢の方のモデルに、朝の連続テレビドラマの「カーネ

ーション」の主人公のファッションデザイナー小篠綾子さんがおられる。90代になっても『なんぞお

もしろいもんをさがしにいく』という姿勢はすばらしいと思う。常に前向きに、生き生きと輝いてお

られる。ただ、自分も本当にその年になったときにできるのか不安である。また、それを要求された

ら反って辛いとも思える。そんなにみんな強くなれるのかとも心配である。

　江府町の高齢化率は40％に近づいている。しかし、一歩町に出れば、知っている人でも知らない人

でも挨拶するよい習慣がある。江府小学校や江府中学校の子供達もしっかりと目を合わせて、挨拶を

返す子も多い。福島県の富岡町のようにふるさとを追われ、無念の思いを抱いている方もおられるな

かで、この挨拶にあふれたふるさと江府町に住み続けることが出来ることは有難いことである。ま

た、私にとっては、お年寄りにしか教えてもらえないことがいっぱいある。お年寄りに学び、共に一

緒に生きることを、出来ることからはじめ、自分育てをしたいものだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム　かすみ草

…このコーナーでは、みなさんからの投稿をお待ちしています。教育委員会人権同和対策室までお寄

せください。

高齢となってもいきいきと輝く！

　だれもがしあわせな高齢期を望んでいます。いつ、どこの時点

から高齢期になってしまうのでしょうか。自分の身体もままなら

ない、話したりすることも、考えも思うようにならなくなってし

まう。そんな不安は若く元気な時は、露ほどにも考えていません

ね。でも、みんな年はとっていきます。だからこそ、相手の身に

なり、相手の思いに寄り添って、生きていきたいもの。周りの活

き活き元気な高齢者さんに学びながら…。
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このページは日南町、日野町、江府町、日野総合事務所が連携、共同して

情報発信しています。町報でも同一記事が掲載される初めての取組みが今

回からスタートします。（鳥取県日野地区連携・共同協議会実施事業）

　少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
経
済
の
状
況
が
厳

し
く
な
る
な
か
、
日
南
町
、
日
野
町
、
江
府
町
の

日
野
郡
３
町
と
県
が
連
携
・
共
同
す
る
こ
と
で
、

効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
こ
う
と
設

置
し
た「
鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会
」。

　平
成
22
年
７
月
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
約
２
年
。
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
始
ま
っ
て
い
る
日
野
郡
の
連
携

の
か
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
の
防
止

　生
活
用
品
や
食
品
な
ど
を
強
引
な
手
口
で

売
り
つ
け
る
悪
質
訪
問
販
売
や
さ
ま
ざ
ま
な

消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
黒
坂
警
察
署
、
鳥
取
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　と
連
携
し
「
消
費
者
啓
発
の
ぼ
り
旗
」
を

　郡
内
各
所
に
設
置

○
「
悪
質
訪
問
業
者
お
断
り
ス
テ
ッ
カ
ー
」

　を
作
り
日
野
郡
全
戸
に
配
布

○
消
費
者
意
識
を
高
め
る
た
め
「
消
費
者
川

　柳
」
を
募
集
、
選
定

○
今
年
４
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
、
各
町
が
持

　ち
回
り
で
専
門
相
談
員
に
よ
る
消
費
者
相

　談
日
を
設
置
（
た
だ
し
、
祝
祭
日
、
年
末

　年
始
等
に
は
開
い
て
い
ま
せ
ん
。
）

　特
に
、
消
費
者
相
談
に
つ
い
て
は
、
日
野

郡
３
町
が
連
携
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
郡
内

に
お
住
ま
い
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
の
町
の
相

談
窓
口
に
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

協
力
し
あ
っ
て
ま
す
、
日
野
郡
。

〜
鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会
で
の
取
組
み
〜

消
費
者
川
柳
優
秀
作
品

●
口
車

　う
っ
か
り
乗
れ
ば

　怪
我
の
も
と

●｢

お
得
で
す｣

　そ
の
言
葉
に
は

　乗
り
ま
せ
ん

●
ほ
め
ご
ろ
し

　う
っ
か
り
の
れ
ば

　大
や
け
ど

●
こ
り
ゃ
大
変
と

　決
め
込
ま
な
い
で

　先
ず
相
談
を

●
お
れ
お
れ
に

　だ
ま
さ
れ
ま
せ
ん

　ば
あ
ち
ゃ
ん
は

悪質訪問販売業者撃退グッ
ズのステッカーとのぼり。
こんなのが玄関に貼ってあ
ると業者も立ち入りにく
いですよね！

鳥取県日野地区連携･共同協議会
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
共
同
情
報
発
信

　郡
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
一

覧
に
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
日
野
総
合
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
設
け
、
各
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
も
リ

ン
ク
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

広
報
紙
で
の
共
同
情
報
発
信

　各
町
の
町
報
と
日
野
総
合
事
務
所
だ
よ
り

に
共
同
情
報
発
信
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
住
民
の

み
な
さ
ん
へ
周
知
・
啓
発
す
る
記
事
や
、
特

集
記
事
な
ど
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
（
今

回
こ
の
ペ
ー
ジ
が
第
１
回
目
の
共
同
情
報
発

信
に
な
り
ま
す
。
）

県
道
の
除
雪
を
町
に
委
託

　住
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
道
路
の
除
雪
に

つ
い
て
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
県

道
の
除
雪
を
町
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　県
道
と
町
道
を
町
が
一
体
的
に
除
雪
す
る

こ
と
で
、
交
差
部
分
の
で
県
道
の
除
雪
に
よ

る
雪
の
塊
が
町
道
を
塞
ぐ
と
い
う
ケ
ー
ス
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
道
に
関
す

る
相
談
が
町
に
あ
っ
た
際
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
な
ど
効
率
が
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
効
果

も
で
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
ま
だ
１
年
目
の
取
組
み
で
す
の
で
、

今
後
も
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
雇
用
創
出

　３
町
と
県
が
共
同
し
て
、
作
業
所
へ
委
託

す
る
仕
事
を
年
間
を
通
し
て
計
画
す
る
こ
と

で
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
継
続
し
て
安
定

し
た
仕
事
を
受
注
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。

　昨
年
度
は
、
庁
舎
の
清
掃
、
洗
車
、
プ
ラ

ン
タ
ー
へ
の
水
や
り
な
ど
年
間
２
４
７
０
時

間
分
の
作
業
を
郡
内
の
障
が
い
者
事
業
所
に

業
務
委
託
し
ま
し
た
。

町
と
県
の
職
員
の
合
同
研
修
の
開
催

　中
山
間
地
域
の
課
題
、
消
費
者
問
題
、
監

査
や
財
政
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の

職
員
研
修
会
を
３
町
と
県
が
合
同
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　合
同
で
行
う
こ
と
で
講
師
料
や
開
催
業
務

が
軽
減
し
、
受
講
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
他
町
職
員
と
情
報
交
換
を
す
る
こ
と

で
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま

し
た
。

乳
幼
児
へ
の
発
達
支
援

　発
達
の
遅
れ
が
疑
わ
れ
る
乳
幼
児
に
対
す

る
相
談
や
健
康
教
室
、
保
護
者
交
流
会
な
ど

を
日
野
郡
全
体
を
対
象
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
ひ
と
つ
の
町
で
は
難
し
か
っ
た
医
師
や

専
門
職
員
の
確
保
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、
支

援
の
内
容
が
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会
事
務
局
（
県
民
局
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　☎
０
８
５
９
（
72
）
２
０
８
３

日野郡３町
　　イベントカレンダー

日野郡内で開かれるイベントが掲載された

カレンダー。クリックすると詳しい内容を

見ることができます。

（各町HPからもアクセスできます）

→日野総合事務所ＨＰ
http://www.pref.tottori.lg.jp/hino-events/



農
業
委
員
会
総
会
（
５
月
）
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審
議
案
件
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
件

平
成
23
年
度
農
業
委
員
会
審
議
実
績

農
地
法
３
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　７
件

（
農
地
等
を
耕
作
す
る
た
め
の
売
買
・
貸
借
）

農
地
法
４
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　２
件

（
自
ら
の
農
地
を
転
用
）

農
地
法
５
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　３
件

（
農
地
を
転
用
す
る
た
め
の
売
買
・
貸
借
）

18
条
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　３
件

（
農
地
等
の
賃
貸
借
の
解
約
等
）

利
用
権
設
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　82
件

（
農
地
の
貸
借
）

非
農
地
証
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
件

６
月
の
農
地
相
談
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
日

　平
成
24
年
６
月
29
日
（
金)

　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
場

　所

　山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

問い合わせ先　農業委員会事務局　　（75）3222

農業委員会だより

メ
リ
ッ
ト

①
積
立
型
の
安
全
・
安
心
な
年
金
！

　・
自
分
で
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
実

　
　績
で
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る
積

　
　立
方
式
。

②
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
る
！

　・
保
険
料
は
月
額
２
万
〜
６
万
７
千
円
の
間
で
、

　
　１
，
０
０
０
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま

　
　す
。

　・
農
業
経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
、

　
　い
つ
で
も
保
険
料
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま

　
　す
。

③
80
歳
ま
で
保
証
付
き
の
終
身
年
金
！

　・
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
80
歳
前
に

　
　亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受

　
　け
取
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
額
を
、
死
亡
一

　
　時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
保
険
料
は
「
全
額
所
得
税
の
社
会
保
険

　料
控
除
」
の
対
象
！

　・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
（
24
万
〜
80
万
４

　
　千
円
）
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

　
　節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

加
入
要
件

　①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

　②
60
歳
未
満
の
人

　③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
　
　
　
　
　
　全
て
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

　５
月
30
日
（
水
）
江
府
町
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、

会
員
相
互
の
親
睦
と
農
業
振
興
及
び
農
業
者
年
金
加

入
推
進
を
目
的
と
し
て
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
鳥
取
西
部
農
協
江
府
支
所
の
年
金
部

会
か
ら
独
立
し
、
新
た
な
組
織
と
な
る
た
め
、
規
約
、

予
算
等
決
議
し
た
も
の
で
す
。
新
役
員
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　会

　長

　
　伊
達

　教
行

　副
会
長

　
　川
上

　公
行

　理

　事

　
　清
水

　隆
将

　理

　事

　
　槙
田

　弘
己

　理

　事

　
　一
二
三
八
郎

　監

　事

　
　桑
原

　
　茂

　監

　事

　
　越
峠

　嘉
道

　ま
た
、
研
修
会
で
は
県
農
業
会
議
の
浜
本
局
長
を

招
い
て
、
国
・
県
の
情
勢
と
年
金
友
の
会
の
必
要
性

に
つ
い
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
年

金
支
給
停
止
の
事

例
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
お
話
い
た

だ
き
、
会
員
か
ら

質
問
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
実
の
あ
る

研
修
と
な
り
ま
し

た
。 江

府
町
農
業
者
年
金
友
の
会

　
　
　
　設
立
総
会
を
開
催

老
後
の
生
活
を
完
全
に
サ
ポ
ー
ト

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

全
国
農
業
新
聞

全
国
農
業
新
聞

全
国
農
業
新
聞

全
国
農
業
新
聞
購
読
の
お
す
す
め

◇
旬
の
農
業
情
報
が
満
載
◇

●
カ
ラ
ー
版

　●
毎
週
１
回
（
金
曜
日
発
行
）

●
１
ヵ
月
６
０
０
円

申
し
込
み
は
地
元
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
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～江府町出身のみなさんにお知らせください～
生まれ育ったまちを離れても、ふるさとに貢献でき、税金の控除も受けられる『ふるさと納税』について、帰省
されるご家族、親せきの方やご友人にぜひお知らせください。

■ふるさと納税制度とは？
　寄付の一種で、ふるさとのまちや、好きなまちなど、全国任意の自治体にふるさと納税という形で寄付をする
と、寄付金額に応じて所得税と住民税の控除が受けられる制度です。
　江府町では「江府町ふるさと応援基金」を設け、医療の充実や子育て支援など、寄付者が希望される事業に大
切に生かします。
■平成24年度から特産品プレゼントが始まりました！
　平成24年４月から、江府町にふるさと納税された方に町特産品
などを送るサービスが始まりました。１万円以上寄付された方が
対象で、19種類（2,000円～10,000円相当）の商品の中から好きな
ものをお選びいただきプレゼントします。
■お支払い方法
　まず、役場やHPで寄付申込書を取得し、必要事項を記入のうえ、企画政策課までお送りください。
　お支払いは郵便・銀行振込み・現金書留のほか、Yahoo!公金支払い（パソコン、携帯サイトから手続き可能）
では24時間クレジットカード支払いが可能です。

同窓会の際にはご一報を
　中学校や高校の同窓会など江府町出身者の方が集まる予定がありましたら、ふるさと納
税パンフレットなどを用意しますので、役場企画政策課までお知らせください。

■問い合わせ先
　役場企画政策課  ☎（75) 3305　FAX（75) 2389　Mail：k_promo@town-kofu.jp
　江府町ふるさと納税サイト　http://www.town-kofu.jp/p/2/1/3/8/

平成24年度からリニューアル！　江府町ふるさと応援寄付金

家庭でごみを分別していて迷うものはありませんか。

現場で働いている作業員の方に、収集したごみの中で多く間違っていたものを聞きましたので紹介します。

ビデオテープ・カセットテープの出し方
　｢ビデオテープ・カセットテープ類」として分別収集をします。透明な袋に名前を書き、｢ビデオ・カセット
テープ類｣の収集日の朝8時までに出して下さい。（プラスチックケースは不燃ごみに）

ごみの分別で問題が多いもの

分別間違いベスト３

1位 各種広報誌､パンフレット､新聞､チラシの混同
各種広報、パンフレットは、｢本・雑誌｣。
新聞、チラシは、｢新聞・チラシ｣の収集日に出してください。

2位 かさを丸ごと｢不燃ごみ｣として出す
かさは分解して、部分ごとに分別します。
金属部分は｢不燃ごみ｣、ビニール部分は｢可燃ごみ｣へ。

3位 蛍光管と裸電球、グロー球、豆電球の混同
｢蛍光管｣の収集日に出せるのは、蛍光管のみです。
裸電球、グロー球、豆電球は「不燃ごみ」

■問い合わせ先　町民生活課  ☎（75）3223



　町では家庭における地球温暖化

防止を推進するため、町内の住宅

に太陽光発電システムを設置され

る方に補助金を交付しています。

■補助金の対象者

太陽光発電普及拡大センターの補

助を受けて、自ら居住する町内の

住宅に太陽光発電システムを設置

するかた。

■補助金の額

太陽光発電普及拡大センターの補

助制度に採択された計画について、

１kwhあたり75,000円で４kwhを

上限とします。

■募集件数

平成24年度予定件数は５件です。

年度内を受付期間としていますが

予定件数に達した場合、終了する

場合があります。

■申込方法

「江府町住宅用太陽光発電システ

ム設置費補助金交付申請書」を産

業振興課に提出ください。

■問い合わせ先

　産業振興課　☎（75）3222

住宅用太陽光発電設置補助金について

　オオキンケイギク（大金鶏菊）
は、５月から７月にかけて鮮やか
な黄色の花をつける多年草で、在
来種に影響を及ぼす危険がある植
物「特定外来生物」に指定されて
います。きれいだからといって栽
培・保管・運搬・野外に放つこと
などが禁止されています。

オオキンケイギクは多年草のため
刈り取るだけでは防除できません
　オオキンケイギクは多年草で、
茎や葉が枯れ落ちても地下茎や根
などが残り､翌年､そこから再び茎
や葉を伸ばします。根を掘り起こ
して処分することが効果的です。

オオキンケイギクを処理するとき
の注意
■少量を処理する場合
　ご自宅の庭に生えている場合な
ど、少量を処理するときは、根か
ら引き抜き、その場で拡げないよ
うに２～３日天日にさらすなど枯
死させた後、可燃ゴミとして処分
してください。
■問い合わせ先
　産業振興課　☎（75）3222

あなたの近くに咲いていませんか？

■講座名　チェンソー取扱基礎
■開催日　6月30日(土)
■開催場所　日野総合事務所
■内　容　チェンソーの正しい取
　　　　　扱いと目立ての方法を
　　　　　習得する講座です。
■受講料　無料
■定　員　20名
■申し込み方法　受講申込書(役場にあり
　　　　　ます)に記入のうえ講座
　　　　　開催日の1週間前まで
　　　　　に郵送またはファクシ
　　　　　ミリで申し込んで下さい。
■問い合わせ先　日野総合事務所　農林局
　　　　　林業課普及担当
　　　　　☎0859（72）2018

平成24年度日野川流域森づくり実践講座

　人の体の中には、常にたくさん
の器官が協力しあって動いてお
り、神秘的で不思議な機能がたく
さんあります。私たちが見ること
のできない病気とたたかう身体の
不思議について、専門家と一緒に
考えてみましょう。
■日　程　6月16日(土) 6月30日(土)
　　　　　6月30日(土) 13:30～17:00
■会　場　鳥取大学医学部記念講堂
　　　　　(米子キャンパス)
■問い合わせ先
　鳥取大学医学部総務課広報係
　☎0859（38）7037

病気とたたかう身体の不思議
～医学の専門家が解説する私たちの生命の営み～

■日　時　6月13日(水)13:00～16:00
■内　容　刑事裁判の傍聴、法廷
　　　　　見学､裁判員制度の説明
■場　所　鳥取地方・家庭裁判所
　　　　　米子支部(米子市西町62)
■定　員　25人(申込受付順)
■申込方法　申込先に電話で申し込
　　　　　んでください。
■申込先　鳥取地方裁判所
　　　　　米子支部庶務課　
　　　　　☎0859（22）2205

鳥取地方・家庭裁判所による裁判所見学会

演題
｢認知症かな､と思ったときに｣

　高齢化が進み、高齢者の10%以

上の人が認知症になると考えられ

ています。

　認知症かなと思ったときの医

療・福祉の利用の仕方、高齢者の

気持ちや接し方についてお話しま

す。

■講　師　高田照男先生

　　　　　(南部町国民健康保険

　　　　　西伯病院　精神科)

■開催日時　6月21日(木)

　　　　　14:00～15:30

■開催場所　米子市文化ホール

　　　　　(イベントホール)

■申込不要　参加費無料

■問い合わせ先　社団法人

　　　　　鳥取県西部医師会

　　　　　☎0859（34）6251

鳥取県西部医師会一般公開健康講座

発売期間：平成 24 年 7月 9日（月）
　　　　　～ 7月 27 日（金）
※この宝くじの
収益金は、市町
村の明るく住み
よいまちづくり
に使われます。

2000 万円サマーも同時発売！

サマージャンボ宝くじの賞金は、
１等・前後賞合わせて5億円！

１等は、ぐ～んと増額の
４億円！

『1等　4億円×26本
　前後賞5,000万円×52本』
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　海に面した鳥取県では、仕事や趣味で海の魅力
を伝える人が多く存在する。大海原を舞台に活躍
する海の〝達人〟たちにスポットを当てた。
　特集では、智頭町が取り組む「森林セラピー」
を体験取材。森のなかをゆっくり散策しながら、
穏やかな心地よさに包まれていく感覚を紹介する。
■取扱場所／県内の主な書店など
■定　価／１部300円（税込）
■発　行／年4回（3，6，9，12月)
■問い合わせ先
　鳥取県広報連絡協議会(県庁内)　☎　0857（26）7086

鳥取県の旬な話題満載！鳥取県総合情報誌『とっとりNOW』

■日　時　6月24日(日)
　　　　　午前10時から午後4時
■場　所　取地方法務局米子支局
　　　　　(米子市旗ヶ崎2丁目10番12号)
■相談員　法務局職員及び公証人
■内　容　遺言・相続・登記・戸籍・人権
　　　　　供託・心配ごとなど何でも相談
　　　　　に応じます。
■その他　相談は無料で、秘密は厳守しま
　　　　　す。
■問い合わせ先
　鳥取地方法務局米子支局総務課
　☎　0859（22）6161

県内一斉｢法務局サンデー相談所｣の開設

94 号 (6 月１日発行 )好評発売中

　2月組合議会定例会で、平成24年度当初予算が決まりました。今年度の一般会計予算額は58億4,534万3千円で、
対前年度当初予算比で0.05％の減となっています。

informationinformation

くらしの情報

平成24年度鳥取県西部広域行政管理組合当初予算の概要

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰入金

諸収入

組合債

　　　合計

51億8,940万円

4,647万円

3,315万円

3,465万円

382万円

2億7,663万円

8,843万円

1億7,280万円

58億4,534万円

歳入区分 予算額

議会費

総務費

民生費

衛生費

消防費

教育費

公債費

その他

　　　合計

63万円

1億6,857万円

9,591万円

18億7,344万円

31億2,254万円

380万円

5億7,996万円

50万円

58億4,534万円

歳出区分 予算額
うち共同処理事務に使う市町村負担
金は51億6,738万3千円で、構成市
町村別の内訳は次のとおりです。

米子市

境港市

日吉津村

大山町

南部町

伯耆町

日南町

日野町

江府町

27億7,634万円

6億9,001万円

1億1,800万円

4億8,207万円

3億3,146万円

3億4,277万円

1億7,520万円

1億3,020万円

1億2,133万円

※　表中の予算額は万円単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課
　☎　0859-22-7722

歳入 歳出

■団地名・募集戸数　江尾団地(江府町大字江尾52－1)･･･1戸（6号)
　　　　　　久連団地(江府町大字久連495－1)･･･1戸（A4号)
■家　　賃　所得状況により異なります。
■入 居 日　平成24年7月４日（水）から
■申込資格　次の①～⑤のすべてに該当する者
　　　　　　①同居者がある場合は、同居者が入居者の親族又は病気等の理由で同居が必要と認められる者であ
　　　　　　ること②収入基準に該当する者　③現在住宅に困っている者
　　　　　　④町税を滞納していない者⑤入居予定者全員が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第
　　　　　　2条第6号に規定する暴力団員でない者
■申込締切り　平成24年6月25日(月) 午後5時まで（必着）
■申込方法　申込関係書類を町民生活課へご提出ください。（書類は町民生活課でお受け取りいただくか、役場
　　　　　　ホームページからダウンロードしてください。）
■そ の 他　申込者多数の場合は6月27日（水）午前10時から役場にて抽選を行います。
■お問い合わせ　町民生活課　☎　(75）3223

町営住宅の入居者募集
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新着図書案内新着図書案内新着図書案内
♪江府町立図書館♪

平日　8：30～19：00
土日祝　8：45～17：30

開館時間

＊文学
　ナミヤ雑貨店の奇跡／東野圭吾

　怪物はささやく／パトリック・ネス

　古事記外伝 イズモ・クロニクル／多羅尾整治

＊社会
　日本でいちばん大切にしたい会社／坂本光司

＊医学
　タニタとつくる美人の習慣／細川モモ

＊家庭生活
　まいにち食べたい”ごはんのような”

　クッキーとクラッカーの本／なかしましほ

　パスタでたどるイタリア史／池上俊一

＊児童よみもの
　だいじょうぶ３組／乙武洋匡

　ダーウィンと出会った夏／ジャクリーン・ケリー

　鳥取県立図書館には約100万冊の本が所蔵されています。
江府町立図書館の利用者カードがあれば、県立図書館ホー
ムページから、それらの資料の予約ができます。探してい
る資料が町立図書館にない場合でも、遠方の図書館に行く
ことなく本が借りられます！詳しくは、町立図書館へお問
い合わせください。
【県立図書館資料・貸出の手順】
①県立図書館ホームページから、「市町村利用者インター
　ネット予約サービス申込」をしてください。(トップペー
　ジの｢予約｣のバナーをクリックすると、｢市町村図書館カー
　ドでの予約について｣という項目があります。手順に従っ
　て申込をしてください）
②登録が完了すると、メールが届きます。（数日かかるこ
　とがあります）
③県立図書館ホームページの「蔵書検索」から資料を検索
　し、予約します。
④予約した資料が県立図書館から町立図書館に配送され、
　普段と同様に借りることができます。

『ナミヤ雑貨店の奇跡』東野圭吾
時空を超えて交わされる、温かな手紙交
換。あらゆる悩みの相談に乗る、不思議な
雑貨店。しかしその正体は……。
すべての人に捧げる、心ふるわす物語。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

町立図書館で、県立図書館の本が
借りられるサービスを紹介します

　（75）2005

informationinformation

くらしの情報

江府町長選挙及び江府町議会議員補欠選挙

消費生活専門相談員による消費生活相談を開催します

投票日　7月22日
立候補予定者説明会

日時　6月29日(金)　午前10時から
　　　江府町長選挙・江府町議会議員補欠選挙
場所　江府町役場

告示日　7月17日日 火

　給料・賞与に係る源泉所得税の納付期限
は次のとおりです。
【毎月納付の方】
　平成24年6月支給分
　納付期限　平成24年7月10日(火)
【納期特例の方】
　平成24年1月～6月支給分
　納付期限　平成24年7月10日(火)

(注)　納付すべき税額がない場合でも、給与等の支

　払があれば納付書（源泉徴収高計算書）を作成

　の上、税務署へ直接提出してください。（郵送

　可・e-Tax送信可）

事業主の皆様へのお知らせ

給与の源泉所得税の納付期限を忘れずに
　4月から日南町・日野町・江府町の日野郡3町が合同で消費生
活相談を行う「日野郡3町消費生活相談窓口」を毎週水曜日に
開設します。
　相談室は個室で、町外在住の元消費生活センター職員が対応
いたします。
　秘密は必ず守られますので、安心してご利用下さい。
■開催日時・場所

日　　 時

6月13日(水)　9時から16時

6月20日(水)　9時から16時

6月27日(水)　9時から16時

7月  4日(水)　9時から16時

7月11日(水)　9時から16時

場　所

日野町役場

江府町役場

日南町役場

日野町役場

江府町役場

電話番号

72-0336

75-2211

82-1115

72-0336

75-2211

棄権のないように投票しましょう



町 県 民 税Ⅰ期
国民健康保険税Ⅰ期
介護保険料Ⅰ期

　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関でお支
払いください。
　なお、口座振替の方は、上記期限が振替日です。
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6月 J U N E 7月 J U LY行事カレンダー

今月の国民年金

全国瞬時警報システム(J-ALERT)により、地震速報を
瞬時に住民に伝達するため、訓練放送を実施します。
■訓練日時　平成24年6月28日(水)　午前10時15分頃
■内　　容　防災行政無線個別受信機及び屋外無線塔
　　　　　　から緊急地震速報について訓練放送を行
　　　　　　います。

全国瞬時警報システム(J-ALERT)を通じた
緊急地震速報による訓練放送について

《６月の納税は》

納付期限 ６月分　平成24年７月31日まで

納期限は７月２日(月)です。（口座振替は７月２日）
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日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

高齢者創作館

江尾診療所

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

山村開発センター

19:00～20:30

10:00～12:00

14:00～15:30

13:30～15:30

10:00～12:00

9:30～16:00

13:00～16:00

13:30～15:00

13:30～15:30

10:00～12:00

13:30～15:30

13:30～15:30

9:30～11:30

19:00～20:30

13:30～16:00

公民館講座（ヒップホップ）

家族の会

公民館講座（フラダンス）

赤ちゃん健診・BCG予防接種

公民館講座（墨彩画）

公民館講座（大正琴）

明徳学園

公民館講座（陶芸）

もの忘れ外来

公民館講座（和紙折紙）

公民館講座（グラスアート）

公民館講座（パッチワーク）

公民館講座（樹脂粘土）

公民館講座（ヒップホップ）

子供の国保育園フッ素塗布

農地相談会

受付
13:00～13:30

受付
13:00～16:00

補聴器修理相談会
（トーシン米子補聴器センター）

補聴器修理相談会
（中国補聴器センター）

受付
年長・年中
13:00～13:30
年少・未満
14:00～14:30

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

防災・情報センター

防災・情報センター

江尾診療所

日南町主会場

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

10:00～12:00

9:30～17:00

13:30～15:30

13:30～15:30

13:30～15:00

13:30～15:30

9:00～12:00

19:00～20:30

13:30～15:00

10:00～12:00

19:00～20:30

13:30～15:30

公民館講座（大正琴）

公民館講座（押し花）

もの忘れ外来

第67回日野郡民総合体育大会

公民館講座（絵手紙・油絵）

公民館講座（パッチワーク）

1歳6ヶ月児・2歳児健診

公民館講座（気功体験教室）

公民館講座（書道）

人権・行政相談所

公民館講座（ヒップホップ）

家族の会

公民館講座（いけばな）

ぼちぼち倶楽部

受付
13：00～16：00

受付
13：00～13：30

補聴器修理相談会
（トーシン米子補聴器センター）



６月誕生 地域の宝物 発行月に誕生日を迎えられる満５歳までのお子さんの

写真を募集しています。住所・お子さんの生年月日・

保護者氏名を記入のうえ、30字程度のコメントを添え

て総務課まで郵送、持参、メールをしてください。（保育園編）

地域の子どもは地域で守ろう地域の子どもは地域で守ろう

発行／江府町役場 編集／総務課　印刷／冨士印刷（有）
〒689－4401  鳥取県日野郡江府町大字江尾475
TEL（0859）75－2211　FAX（0859）75－2389
ホームページURL：http://www.town-kofu.jp/
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近
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、
天
候
が
不
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で
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中

は
初
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を
思
わ
せ
る
よ
う
な
暖
か
さ

と
思
え
ば
、
朝
夕
は
気
温
が
低
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に

は
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
町
内
で
は
、
春
の
農
作
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も
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　私
も
5
月
中
旬
に
田
植
え
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今
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の
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刈
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こ
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に
ゃ
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芋
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農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
で
す
が
、
農
業
は
本
町
の

基
幹
産
業
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の
で
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っ
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り
と
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作
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野
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興
を
図
る
た
め

の
施
策
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推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お空に飛んだら…なぁ

なかだ  はるとちゃん(3才)
緑のこいのぼりをつくったよ！

にしだ  そうまちゃん(3才)ママの似顔絵を書いたよ！

よしだ  さやちゃん(4才)

各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの各種目で見せたみんなの

笑顔･笑顔･笑顔！


